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国
保
予
算
要
求
中
央
総
決
起
大
会

「職長教育」講習会のお知らせ

国国
保保
予予
算算
要要
求求
中中
央央
総総
決決
起起
大大
会会

「
仕
事
と
暮
ら
し
」「
建
設
国
保
育
成
強
化
」

建
設
国
保
の
予
算
確
保
に
向

け
て
七
月
十
日
、
中
央
総
決
起

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
と
な
っ
た
東
京
・
日
比

谷
公
園
大
音
楽
堂
に
は
、
来
年

度
の
国
の
予
算
に
私
た
ち
の
要

求
を
盛
り
込
ま
せ
る
た
め
全
国

か
ら
、
七
、三
三
五
名
の
仲
間

が
集
結
。
建
設
長
崎
か
ら
も
相

川
執
行
委
員
長
を
は
じ
め
代
表

五
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

冒
頭
、
全
建
総
連
加
地
副
中

央
執
行
委
員
長
が
「
建
設
業
に

働
く
仲
間
は
、
仕
事
と
暮
ら
し

を
今
、
何
と
か
し
て
ほ
し
い
と

切
実
な
声
を
あ
げ
て
い
る
。
来

年
度
予
算
に
対
し
て
仕
事
と
賃

金
・
単
価
の
確
保
を
は
じ
め
、

建
設
国
保
組
合
の
育
成
・
強
化
、

安
定
運
営
確
保
の
た
め
各
省
が

必
要
額
を
し
っ
か
り
と
盛
り
込

ん
で
も
ら
う
よ
う
組
合
員
が
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
こ

う
」
と
あ
い
さ
つ
。

そ
の
後
、
各
政
党
の
代
表
か

ら
予
算
確
保
へ
向
け
て
の
決
意

と
連
帯
の
あ
い
さ
つ
を
受
け
、

古
市
書
記
長
が
基
調
報
告
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
大
会
開
催

と
同
時
に
全
国
の
仲
間
の
代
表

で
構
成
し
た
交
渉
団
は
厚
生
労

働
省
・
財
務
省
・
国
土
交
通
省

に
対
す
る
要
請
行
動
を
行
い
ま

し
た
。
更
に
地
元
選
出
国
会
議

員
に
対
し
て
は
、「
一
、
社
会

保
障
費
の
自
然
増
二
二
〇
〇
億

円
の
抑
制
政
策
を
や
め
る
こ
と

二
、
医
療
保
険
制
度
の
一
元

化
を
し
な
い
こ
と

三
、
平
成

二
十
二
年
度
国
保
組
合
へ
の
特

別
助
成
の
増
額
」
を
柱
と
す
る

建
設
国
保
組
合
の
育
成
・
強
化

を
求
め
る
要
請
書
を
手
渡
し
ま

し
た
。

全
国
の
仲
間
七
、三
三
五
名
が
集
結

参
加
者
数
に
び
っ
く
り

内
野
幸
雄
さ
ん
（
中
央
支
部
）

中
央
集
会
の
参
加
者

数
に
驚
い
た
。
国
会
議

員
も
多
く
出
席
し
、
あ

い
さ
つ
に
感
動
し
た
。

今
後
も
組
合
活
動
に
頑

張
り
た
い
。

仲
間
の
熱
意
に
感
激

末
吉
重
一
さ
ん
（
佐
世
保
中
央
支
部
）

初
め
て
集
会
に
参
加

し
て
、
仲
間
の
皆
さ
ん

の
熱
意
に
感
激
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
と

共
に
組
合
活
動
に
精
を

出
し
た
い
。

平平平平平平平平平平平平
成成成成成成成成成成成成
二二二二二二二二二二二二
十十十十十十十十十十十十
二二二二二二二二二二二二
年年年年年年年年年年年年
度度度度度度度度度度度度
国国国国国国国国国国国国
保保保保保保保保保保保保
概概概概概概概概概概概概
算算算算算算算算算算算算
要要要要要要要要要要要要
求求求求求求求求求求求求
ハハハハハハハハハハハハ
ガガガガガガガガガガガガ
キキキキキキキキキキキキ
要要要要要要要要要要要要
請請請請請請請請請請請請

一一一一一一一一一一一一
万万万万万万万万万万万万
七七七七七七七七七七七七
千千千千千千千千千千千千
二二二二二二二二二二二二
十十十十十十十十十十十十
九九九九九九九九九九九九
通通通通通通通通通通通通
ごごごごごごごごごごごご
協協協協協協協協協協協協
力力力力力力力力力力力力
ああああああああああああ
りりりりりりりりりりりり
がががががががががががが
とととととととととととと
うううううううううううう
ごごごごごごごごごごごご
ざざざざざざざざざざざざ
いいいいいいいいいいいい
まままままままままままま
しししししししししししし
たたたたたたたたたたたた
。。。。。。。。。。。。

組
合
で
は
、
長
建
国
保
の
運

営
に
欠
か
せ
な
い
平
成
二
十
二

年
度
国
保
助
成
金
（
補
助
金
）

の
満
額
確
保
の
向
け
、
組
合

員
・
家
族
の
皆
様
に
ハ
ガ
キ
要

請
の
取
り
組
み
を
お
願
い
し
た

所
、
一
万
七
千
二
十
九
通
の
要

請
ハ
ガ
キ
を
集
約
す
る
事
が
出

来
ま
し
た
。
特
に
大
村
、
佐
世

保
北
、
北
松
、
平
戸
の
四
支
部

が
組
織
の
二
、
五
倍
と
い
う
目

標
を
達
成
し
、
取
り
組
み
に
対

す
る
大
き
な
力
と
な
り
ま
し
た
。

ハ
ガ
キ
要
請
は
組
合
員
と
家

族
の
声
を
直
接
伝
え
る
運
動
で

す
。
組
合
は
山
の
よ
う
に
届
い

た
ハ
ガ
キ
を
全
て
点
検
し
、
厚

生
労
働
省
へ
全
通
投
函
し
ま
し

た
。今

回
の
ハ
ガ
キ
要
請
行
動
に

ご
協
力
頂
い
た
組
合
員
・
ご
家

族
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

な
お
、
平
成
二
十
一
年
度
は

国
保
組
合
特
別
助
成
等
補
助
金

と
し
て
、
前
年
比
五
千
万
増
の

二
百
八
十
一
億
五
千
万
円
を
勝

ち
取
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

「職長」は現場での安全施工の要です。

世話役、班長、主任などの名前に関係なく、現場で作業員をし、直接指

揮・監督して与えられた仕事を仕上げる責任をもつ立場の人すべてを法律

で「職長」と言い、事業主は職長に対して法律に基づいた職長教育を行わ

なくてはなりません。

記
開催予定日 平成２１年８月２９日�～３０日�

午前９時から午後５時まで（２日間）
開 催 場 所 佐世保市労働福祉センター

（佐世保市ハローワーク隣）
受 講 料 ６，０００円（２日間）

テキスト代含む
申 し 込 み 各支部事務所

発行●長崎県建設産業労働組合 〒852‐8021 長崎市城山町１７番５８号 TEL 095‐862‐7121 FAX 095‐862‐5281 http//www.kensetunagasaki.org/ 発行責任者●北村政和 編集人●田上一郎

July
No.529
２００９年７月１５日

１部２０円 組合員の購読料は組合費に含みます

印刷●�昭和堂 TEL 095‐821‐1234

熱中症に注意�
予防のためにこまめな水分、
塩分の補給を心がけ、休憩
も十分に取りましょう。

ハガキ要請行動集計表

集約枚数

１，０１２

６４４

１，０１０

８７０

１，６５４

６７５

１，２７０

１，４７１

１，０８７

１，０００

１，６８３

１，４７３

１，５１５

９１０

６３０

１２５

１７，０２９

支部名

中 央

大 浦

市 南

東 長 崎

浦 上 西

浦 上 東

西 彼

諫 早

大 村

島 原

佐世保中央

佐世保東

佐世保北

北 松

平 戸

書 記 局

合 計

初めて参加して

7・10

7

西西岡岡参参議議院院秘秘書書にに要要請請書書手手渡渡すす
相相川川委委員員長長

毎月１回１５日発行 ２００９年（平成２１年）７月１５日発行建 設 長 崎第５２９号 （１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可）１�
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六
月
十
九
日
�
セ
ン
ト
ヒ
ル

長
崎
で
平
成
二
十
一
年
度
建
設

長
崎
本
部
主
婦
会
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
県
下
各
地
よ
り
主

婦
の
皆
様
に
お
集
ま
り
い
た
だ

き
、本
部
四
役
・
書
記
局
を
含
め

総
勢
一
一
四
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
里
副
会
長
の
開
会
の
挨
拶

で
始
ま
り
、
議
長
に
西
彼
支
部

の
松
林
さ
ん
と
佐
世
保
北
支
部

の
倉
富
さ
ん
を
選
出
し
議
事
に

入
り
ま
し
た
。
岡
�
副
会
長
の

一
年
を
振
り
返
っ
て
の
経
過
報

告
の
後
、
荒
木
会
長
が
提
案
し

た
平
成
二
十
一
年
度
の
活
動
方

針
案
は
全
員
の
拍
手
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
平
成
二
十
一
年
度

の
役
員
に
つ
い
て
は
、
新
た
に

中
央
支
部
の
馬
場
ヒ
ロ
子
さ
ん

が
副
会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

女
性
の
立
場
か

ら
も
組
合
活
動

に
で
き
る
だ
け

多
く
積
極
的
に

参
加
し
て
い
く

こ
と
を
確
認
し

金
子
副
会
長
の

閉
会
の
挨
拶
で

無
事
終
了
し
ま

し
た
。
午
後
の

講
演
の
始
ま
る

前
に
金
子
県
議

が
議
会
の
合
い

間
を
抜
っ
て
駆

け
つ
け
ご
挨
拶

を
頂
き
ま
し
た
。

午
後
か
ら

は
、
長
崎
総

合
科
学
大
学

教
授
の
バ
ー

ク
ガ
フ
ニ
先

生
の
「
元
気

が
出
る
、
為

に
な
る
」
と

題
し
て
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。
先
生
が
来
日
し

て
か
ら
の
日
本
語
の
お

も
し
ろ
い
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
混
じ
え
て
の
話
し
に

笑
い
の
絶
え
な
い
楽
し

い
一
時
間
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
佐
世
保
東
支

部
の
都
市
秋
子
さ
ん
の
他
力
本

願
で
は
な
く
積
極
的
に
生
き
抜

い
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い

と
い
う
話
に
も
皆
さ
ん
熱
心
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
締
め

は
荒
木
会
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ

ウ
で
盛
会
裡
に
終
了
し
ま
し
た
。

（
堀
川
）

外
国
人
か
ら
見
た
日
本
人

ブ
ラ
イ
ア
ン
バ
ー
ク
ガ
フ
ニ
総
科
大
教
授

他
力
本
願
で
は
な
く

積
極
的
に
生
き
抜
い
て

「ライフ・サポートローン（フリーローン）」
及び無担保住宅ローン金利引下げのご案内
九州ろうきんは「２００９年度営業推進方針」の柱として、
「会員と連携したしあわせ創造運動の展開により、構成員
のライフプランを支援し、可処分所得の向上に繋げてい
く」ことを掲げ、今般、会員に限定した「ライフ・サポー
トローン」を発売いたしました。
また、リフォーム資金ニーズにより低金利で応えていく
ことを目的に、無担保住宅ローンに対する特別金利を導入
いたしました。

記
１．会員限定「ライフ・サポートローン（フリーローン）」の概要

�融資利率（無担保）
特別金利 ３．０００％（変動金利、保証料別）
最優遇金利 ２．９００％（変動金利、保証料別）
※ 財形貯蓄・エース預金・一斉積立のうち、いずれかを契約中ま

たは新規契約の方は０．１００％優遇します。
�資金使途
健康で文化的な生活を営むものであれば自由（他行借換えを含む）
とします。
安心プランの設定枠内でもご利用いただけます。
※ ただし、負債整理資金は除きます。

�融資限度額
最高５００万円以内

�返済期間
最長１０年（１２０回）以内

２．無担保住宅ローンの概要

�融資利率
特別金利 ２．４７５％（変動金利、保証料別）
最優遇金利 ２．０００％（変動金利、保証料別）
※ 財形貯蓄・給与振込・公共料金口座振替３項目以上の契約のう

ち、いずれかを契約中または新規契約の方は０．３７５％優遇します。
※ すまいるサポートサービス（オール電化、エコ・バリヤフリー

住宅）対象の方は０．１００％優遇。
�資金使途
ご本人（もしくは親または子）が自ら居住する住宅に関する資金（他
行借換えを含む）。
�融資限度額
最高５００万円以内

�返済期間
最長１５年（１８０回）

３．取扱い開始日

２００９年７月１日�
※ 詳細は、最寄りのろうきん各店やローンセンターへお気軽にお

問合せ下さい。

青
年
部
大
会
が
平
成
二
十
一

年
六
月
二
十
四
日
�
午
後
七
時

か
ら
時
津
町
北
部
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
、
青
年
層
組

合
員
、
本
部
・
支
部
役
員
、
合

わ
せ
て
、
全
体
一
一
三
名
参
加

で
開
催
し
ま
し
た
。

木
之
田
副
部
長
の
開
会
あ
い

さ
つ
の
あ
と
「
建
設
長
崎
職
人

太
鼓
」
の
演
奏
披
露
が
お
こ
な

わ
れ
、
議
長
選
出
で
は
、
西
彼

支
部
の
毎
熊
さ
ん
が
選
出
さ
れ

ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
北
村
青
年
部
長

が
青
年
部
を
代
表
し
て
あ
い
さ

つ
、
続
い
て
相
川
委
員
長
が
本

部
を
代
表
し
て
「
建
設
業
界
に

お
け
る
青
年
層
の
現
状
の
待
遇

な
ど
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
に

あ
り
、
青
年
層
皆
さ
ん
の
若
い

力
で
厳
し
さ
を
跳
ね
の
け
、
組

合
の
先
頭
に
立
っ
て
組
合
運
動

に
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
を
述
べ
ら
れ
る
と
と

も
に
、
北
村
部
長
が
「
佐
々
町

議
選
挙
」
に
お
い
て
三
期
目
の

当
選
を
果
た
し
た
こ
と
を
受
け
、

組
合
の
推
薦
議
員
で
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
花
束
を
贈
呈
し
当
選

を
皆
ん
な
で
祝
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
議
案
審
議
に
入
り
、

平
成
二
十
年
度
の
経
過
報
告
、

特
徴
的
な
活
動
を
お
こ
な
っ
て

い
る
浦
上
東
支
部
か
ら
、「
清

掃
奉
仕
活
動
」
の
取
り
組
み
の

き
っ
か
け
か
ら
、
実
施
す
る
に

当
た
っ
て
の
注
意
事
項
、
地
域

の
方
か
ら
の
期
待
な
ど
に
つ
い

て
意
見
発
表
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
二
十
一
年
度
の
活
動
方

針
に
つ
い
て
提
案
。
質
疑
応
答

で
は
、「
九
地
協
な
ど
他
県
連

組
合
と
の
手
当
て
の
違
い
に
つ

い
て
」
と
「
青
年
技
能
競
技
大

会
へ
の
選
手
の
参
加
に
つ
い
て

の
片
寄
り
が
見
ら
れ
る
し
、
全

て
の
支
部
が
参
加
し
や
す
い
方

策
を
取
っ
て
ほ
し
い
」
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
新
年
度
の
青
年
部

三
役
に
つ
い
て
は
、
副
部
長
の

鴨
川
さ
ん
が
勇
退
さ
れ
、
左
記

の
方
々
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

《
新
年
度
役
員
》

部

長

北
村

亮
樹

（
北

松
）

副
部
長

砂
川
健
二
郎

（
西

彼
）

副
部
長

木
之
田
亮
二

（
島

原
）

事
務
局
長

本
田

勇

（
東
長
崎
）

最
後
に
、
北
村
部
長
の
音
頭

で
「
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
」
を
元

気
よ
く
三
唱
し
閉
会
し
ま
し
た
。

（
井
関
）

主主
婦婦
会会
総総
会会

総科大教授
バークガフニ氏

佐世保東支部
都市 秋子さん

青
年
部
大
会
『『
総総
勢勢
一一
一一
三三
名名
のの
参参
加加
』』

『
仲
間
と
共
に
広
げ
よ
う
匠
の
技
術
』

相川委員長

北村青年部長

「団結がんばろう」で青年部大会を元気よく閉めくくる

▲熱心に聞き入る主婦の皆さん

（１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可） 第５２９号 ２�建 設 長 崎毎月１回１５日発行 ２００９年（平成２１年）７月１５日発行
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特 定 健 康 診 査 �

胸部エックス線検査�

受診料は無料�

�����������

選んだ医療機関に、直接電話
予約を行なう。�
予約の際には「長建国保の
特定健診に胸部レントゲンを
加えた検査を…」と一言添え
て下さい。�

受診日当日�
○特定健康診査受診券�
○保険証�
○質問票（記入しておく）�
忘れずに医療機関窓口へお
持ち下さい。�

下記の実施できる
医療機関より受
診先を選ぶ�

０９５‐８４６‐１８８８
０９５‐８７１‐１５１５
０９５‐８２１‐１３６７
０９５‐８５７‐３０００
０９５‐８５６‐１１１２
０９５‐８６１‐１４７７
０９５‐８２２‐３２５１
０９５‐８６１‐１１１１
０９５‐８２１‐１２１４
０９５‐８２６‐９２３６
０９５‐８８５‐２０１６
０９５‐８４１‐９６１２
０９５‐８４８‐９１７１
０９５‐８７９‐０７０５
０９５６‐４９‐３３７７
０９５６‐４９‐２１９１
０９５７‐２７‐２１２７
０９５７‐５２‐２１６１
０９５０‐２８‐１１１３
０９５‐８２２‐３１５１

長崎市小峰町
長崎市深堀町
長崎市大浦町
長崎市滑石
長崎市虹が丘町
長崎市富士見町
長崎市新地町
長崎市淵町
長崎市籠町
長崎市片淵
長崎市琴海形上町
長崎市茂里町
長崎市花丘町
長崎市上戸町
佐世保市田原町
佐世保市瀬戸越
諫早市多良見町
大村市古賀島町
平戸市草積町
長崎市油屋町

聖フランシスコ病院
長崎記念病院
大浦診療所
長崎北徳州会病院
虹が丘病院
さとう内科医院
長崎市立市民病院
長崎市立病院成人病センター
十善会病院
済生会病院
長崎市立琴海病院
長崎原爆病院
花丘診療所
上戸町病院
久保内科病院
●長崎労災病院
長崎原爆諫早病院
市立大村市民病院
平戸市民病院
★ながさき内科リウマチ科病院

●
七
〇
歳
以
上
の
方
へ

毎
年
八
月
は
『
高
齢
受
給
者
証
』
の
切
替
時
期
で
す

七
〇
歳
以
上
の
方
に
は
、
七

十
五
歳
で
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
移
る
ま
で
の
期
間
、
長
建

国
保
よ
り
『
高
齢
受
給
者
証
』

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

現
在
お
持
ち
の
高
齢
受
給
者

証
の
有
効
期
限
が
本
年
七
月
三

十
一
日
と
表
示
さ
れ
て
い
る
方

は
、
八
月
一
日
以
降
は
新
し
い

高
齢
受
給
者
証
の
交
付
（
切

替
）
を
受
け
て
い
た
だ
き
、
病

院
等
で
受
診
さ
れ
る
際
に
は
保

険
証
と
一
緒
に
病
院
窓
口
に
提

示
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
回
切
替
の
対
象
と
な
る
皆

様
に
は
、
長
建
国
保
事
務
局
よ

り
高
齢
受
給
者
証
の
切
替
案
内

を
封
書
に
て
郵
送
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
高
齢
受
給
者
証
の
交

付
を
受
け
る
に
は
、
平
成
二
〇

年
分
（
平
成
二
〇
年
一
月
〜
十

二
月
）
の
収
入
金
額
に
係
る
課

税
標
準
額
（
所
得
金
額
）
を
証

明
す
る
書
類
の
提
出
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

対
象
と
な
ら
れ
る
皆
様
に
は
、

必
要
書
類
を
ご
準
備
の
上
、
本

年
七
月
中
に
は
切
替
の
手
続
き

を
お
済
ま
せ
の
上
、
新
し
い
高

齢
受
給
者
証
の
交
付
を
受
け
ら

れ
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

ご
不
明
な
点
等
、
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
長
建
国
保
事
務
局
（
�
〇

九
五－

八
六
二－

八
四
六
三
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

新
上
五
島
町
の
井
上
俊
昭
町

長
と
県
国
保
組
合
協
議
会
の
会

議
で
、
お
話
す
る
機
会
を
得
ま

し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
点
で
の
苦

労
話
と
と
も
に
、
世
界
遺
産
登

録
の
話
に
も
進
み
、
私
が
県
議

会
で
世
界
遺
産
登
録
推
進
特
別

委
員
会
の
委
員
長
を
努
め
て
い

る
こ
と
な
ど
で
、
島
の
活
性
化

を
ど
う
図
る
べ
き
か
、
併
せ
て

世
界
遺
産
を
ど
う
す
れ
ば
一
日

も
早
く
登
録
す
る
こ
と
が
出
来

る
の
か
に
も
話
が
及
ん
で
き
ま

し
た
。

私
も
、
五
島
各
地
に
点
在
す

る
教
会
群
を
見
て
お
く
必
要
が

あ
る
と
し
て
、
五
月
十
四
日
に

事
務
処
理
と
し
て
見
学
し
て
回

り
ま
し
た
。
五
島
市
や
上
五
島

町
へ
は
長
崎
か
ら
直
行
便
が
有

り
ま
す
が
、
そ
の
間
の
島
々
に

点
在
す
る
教
会
へ
行
く
方
法
が

残
念
な
が
ら
有
り
ま
せ
ん
。
船

を
チ
ャ
ー
タ
ー
す
る
か
、
定
期

便
か
ら
山
を
越
え
た
反
対
側
ま

で
歩
く
し
か
無
い
と
い
う
現
実

を
知
り
ま
し
た
。
私
が
見
て

回
っ
た
の
も
瀬
渡
し
船
の

チ
ャ
ー
タ
ー
便
で
し
た
。

折
角
、
世
界
に
誇
れ
る
す
ば

ら
し
い
資
産
が
点
在
す
る
の
に
、

訪
問
が
出
来
な
い
。
そ
の
手
段

が
限
定
さ
れ
て
い
る
事
は
残
念

な
こ
と
で
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
夏

休
み
に
試
験
的
に
で
も
教
会
巡

り
の
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
観
光
船

（
共
同
乗
船
チ
ャ
ー
タ
ー
船
）

の
運
行
を
実
施
し
た
い
も
の
と
、

意
気
投
合
し
ま
し
た
。

長
崎
県
の
世
界
遺
産
候
補
で

あ
り
な
が
ら
、
長
崎
県
内
の
浸

透
度
が
ま
だ
ま
だ
低
い
現
状
を

打
破
す
る
、
一
つ
の
手
段
と
な

り
得
ま
す
。

今
一
つ
の
世
界
遺
産
候
補
の

軍
艦
島
へ
の
上
陸
観
光
船
は
、

予
約
が
満
杯
の
状
態
が
続
い
て

い
ま
す
。
そ
れ
に
勝
る
と
も
劣

ら
な
い
折
角
の
教
会
群
で
す
。

ま
ず
は
県
内
へ
そ
し
て
九
州
へ

発
信
す
る
た
め
に
、
足
を
確
保

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
は

当
然
で
す
。
一
つ
一
つ
実
現
し

て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

１．事業の目的について

特定健康診査では、メタボリックシンド

ローム（内臓脂肪症候群）の有病者・予備

軍を抽出するための検査が項目として定め

られています。組合では、それ以外の独自

の検査項目として特定健康診査時に「胸部

Ⅹ線検査」を行なう「組合特別健診」を実

施いたします。

２．健診の内容について

３．受診対象者について
長建国保の被保険者（組合員及び家族）で、４０歳～７４歳の方です。
（対象者には“特定健康診査受診券”を送付しています。）

４．受診料の個人負担額について
受診料の個人負担額は０円

５．受診方法

６．受診できる医療機関

★ながさき内科リウマチ科病院にて受診される方へ
ながさき内科リウマチ科病院にて受診を希

望される方は、特定健康診査受診券は不要で
す。（保険証、質問票は必要です）

●長崎労災病院に関して
平成２１年６月２５日現在、契約がまだ完了し

ておりません。

※ 注意事項
� 受診日当日、受診券又は保険証のいずれ

かを忘れてしまうと特定健康診査を受け
ることは出来ません。

� 受診券受領後に、長建国保の資格を喪失
すると長建国保の受診券では特定健康診
査を受けることが出来ませんので、資格
喪失手続きの際に支部の方で受診券を回
収して下さい。

７．実施期間
実施機関は平成２２年度１月末日までを予定

しております。

組合特別健診

４０歳～７４歳

受診医療機関
に直接予約

予約した日に
受診

無 料

県内２０医療機
関※１

特定健診

４０歳～７４歳

受診医療機関
に直接予約

予約した日に
受診

無 料

県内７７８医療
機関※１

人間ドック

一泊コース４０歳以上
日帰りコース３５歳以上

各支部にて
受付

指定された
日にちに受診

一泊コース１５，０００円
日帰りコース６，０００円

県内１１医療機関※１

対 象 者

申込み方法

受 診 方 法

料 金
（自己負担）

実 施 機 関

組合特別健診
○
○
○
○
△
○
△
△
○

特定健診
○
○
○
○
△
○
△
△

人間ドック
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

診 察
脂 質
肝 機 能
代 謝 系
血 液 一 般

尿
心 機 能
眼 底 検 査
呼吸機能（胸部Ｘ線等）
循 環 器 検 査
膵 機 能 検 査
腎 機 能 検 査
腹 部 超 音 波
聴 力 検 査
乳がん・子宮がん（女性）

県
議
会
だ
よ
り

２３

長
建
国
保
だ
よ
り組組合合特特別別

健健診診ののごご案案内内

AST（GOT）、ALT（GPT）、
γ-GT（γ-GTP）
空腹時血糖（ヘモグロビンAlc）、
尿糖

尿蛋白

肝機能

代謝系

尿

問診、計測、理学的所見、血圧

中性脂肪、HDLコレステロール、
LDLコレステロール

診察

脂質

＋

胸部Ⅹ線検査

長建国保の、特定健
診に胸部Ⅹ線検査を
加えた健診の予約を
お願いします。

世
界
遺
産
登
録
に
向
け

「
五
島
各
地
に
点
在
す
る
教
会
群
を
見
学
」

長
崎
県
議
会
議
員

金
子
三
智
郎

人間ドック・特定健診・組合特別健診の比較
平成２１年７月７日現在

※ 年齢が４０歳以上の対象者（組合員・家族）に受診券をお送りしています。（但
し、長建国保加入が１年未満及び、生年月日が昭和１０年３月３１日以前と、
昭和４５年４月１日以降の方は対象外です。）

※１ 実施医療機関については、開始時にお渡しした実施要領に添付の一覧表
をご覧下さい。

健診内容の比較

※ ○は実施、△は医師の判断により実施します。
※ 人間ドックの場合それぞれの項目の実施内容は医療機関により異なること

があります。

毎月１回１５日発行 ２００９年（平成２１年）７月１５日発行建 設 長 崎第５２９号 （１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可）３�



中
央
支
部

主
婦
会

浦
上
西
支
部

諫
早
支
部

飯
盛
分
会

自己負担

５００円

４００円

補助額

△３００円

－

規定料金

８００円

４００円

区 分

大 人

小 人

������

�������

�����������������

雨
を
避
け
て

〜
南
阿
蘇
・
宮
崎
を
堪
能
〜

梅
雨
入
り
間
も
な
い
六
月
二
十
九
日
�
、
南
阿
蘇
を

経
由
し
て
十
数
年
振
り
に
宮
崎
へ
、
二
十
四
人
の
参
加

で
、
一
泊
二
日
の
支
部
旅
行
を
行
い
ま
し
た
。

出
発
前
、
金
子
県
議
の
「
雨
に
追
い
つ
か
れ
な
い
よ

う
無
事
に
楽
し
ん
で
」
と
見
送
ら
れ
な
が
ら
、
最
初
の

目
的
地
で
あ
る
南
阿
蘇
久
木
野
そ
ば
研
修
セ
ン
タ
ー
へ
。

人
生
初
の
そ
ば
打
ち
体
験
で
は
慣
れ
な
い
手
つ
き
で
楽

し
く
真
剣
に
蕎
麦
作
り
を
学
び
、
各
々
の
班
で
作
っ
た

「
手
作
り
そ
ば
」
を
満
足
そ
う
な
顔
？
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
後
、
高
森
町
「
く
ろ
う
ま
」
で
知
ら
れ
る

謀
焼
酎
工
場
で
休
憩
、
一
度
カ
ラ
に
し
た
体
に
再
度
力

水
を
貯
め
こ
ん
で
、
メ
イ
ン
で
あ
る
日
向
市
の
「
馬
が

背
」
見
学
を
行
い
ま
し
た
。
馬
が
背
で
は
長
い
年
月
に

よ
っ
て
浸
食
さ
れ
た
岩
肌
の
荒
々
し
さ
と
雄
大
な
日
向

灘
の
絶
景
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
朝
か
ら
時
折
雨
脚
が
強
く
な
る
生
憎
の

天
候
の
中
、
宮
崎
神
宮
へ
。
到
着
頃
に
は
雨
脚
も
弱
ま

り
皆
で
ニ
ッ
コ
リ
写
真
撮
影
も
で
き
ま
し
た
。
次
に
平

和
の
塔
で
は
反
響
音
を
試
し
な
が
ら
、
長
崎
市
が
寄
贈

し
た
石
の
確
認
を
行
い
、
最
後
の
見
学
地
「
綾

町
」へ
。「
酒
泉
の
杜
」で
は
一
旦
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
に
乗
り
換
え
「
綾
の
照
葉
大
吊
り
橋
」
を
見

学
後
、
酒
泉
の
杜
へ
戻
り
酒
蔵
見
学
、
昼
食
前

に
若
干
の
試
飲
タ
イ
ム
。
ガ
イ
ド
さ
ん
の
集
合

の
声
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
な
く
夢
中
で
ワ
イ

ン
・
焼
酎
・
リ
キ
ュ
ー
ル
類
の
試
飲
を
楽
し
み

ま
し
た
。
無
事
に
楽
し
い
旅
行
が
で
き
て
何
よ

り
で
し
た
。

（
大
賀
）

六
月
二
四
日
�
午
後
九
時

〜
饅
頭
及
び
ホ
ウ
酸
団
子
作
り
〜

ふ
っ
く
ら
と
蒸
し
あ
が
っ
た

赤
ち
ゃ
ん
の
ほ
っ
ぺ
の
よ
う
な

つ
や
や
か
な
肌
、「
う
わ
あ
ー

出
来
た
ー
�
」
饅
頭
作
り
一
年

生
の
会
長
と
私
。

「
出
来
た
ね
ー
�
私
達
も
作
れ

た
ね
ー
�
」
そ
の
場
に
い
た
ベ

テ
ラ
ン
の
主
婦
会
お
姉
様
達
も

そ
れ
ぞ
れ
に
「
お
い
し
そ
う

ね
ー
�
」（
笑
顔
）
会
長
の
レ

シ
ピ
は
い
つ
の
ま
に
か
ア
レ
ン

ジ
が
加
わ
り
、
小
麦
粉
を
増
や

し
た
り
、
大
小
様
々
で
、
に
き

び
顔
も
あ
っ
た
り
し
て
…
。

・
・
・
・

・
・
・
・

コ
レ
カ
ラ
…
コ
レ
カ
ラ
（
自
分

流
に
納
得
）
冷
め
て
も
お
い
し

い
饅
頭
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

ば
た
ば
た
と
時
間
は
過
ぎ
「
も

う
十
一
時
三
十
分
よ
！
」「
早

よ
せ
ん
ば
お
昼
に
ま
に
あ
わ
ん

よ
！
」
そ
こ
は
長
年
の
主
婦
！

て
き
ぱ
き
と
何
も
言
わ
ず
に
お

昼
に
ま
に
あ
い
、
さ
す
が
だ
な

あ
ー
と
思
い
ま
し
た
。

ホ
ウ
酸
団
子
も
今
年
も
好
評

で
、
玉
葱
の
皮
む
き
に
目
を
う

る
う
る
さ
せ
な
が
ら
作
り
上
げ

ま
し
た
。
ホ
ウ
酸
団
子
も
、
作

り
始
め
て
三
年
目
で
す
が
、
ゴ

キ
ブ
リ
を
目
に
し
な
く
な
り
と

て
も
喜
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

浦
上
西
支
部
の
主
婦
会
の
皆
様
今
後
の
日

程
は
、
浦
上
西
支
部
住
宅
デ
ー
・
浦
上
川

万
灯
流
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
都
合
が

つ
く
日
程
に
是
非
お
手
伝
い
を
お
願
い
し

ま
す
。
い
つ
で
も
大
歓
迎
し
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
山
形
マ
ス
子
）

宮崎神宮にて

〜
分
会
会
議
イ
コ
ー
ル
懇
親
会
で
楽
し
む
〜

去
る
六
月
十
六
日
�
飯
盛
分
会
会
議

を
開
催
。
今
ま
で
は
、
公
民
館
で
行
っ

て
い
た
た
め
か
、
出
席
者
は
い
つ
も
同

じ
メ
ン
バ
ー
ば
か
り
五
〜
六
名
程
度
で

し
た
。

今
回
は
分
会
会
議
と
懇
親
会
を
併
せ
、

場
所
を
変
え
て
美
好
屋
で
行
っ
た
と
こ

ろ
、
出
席
者
も
増
え
、
い
つ
も
の
三
倍

と
な
る
十
五
名
の
出
席
と
な
り
ま
し
た
。

分
会
会
議
も
出
席
者
が
多
い
程
、
意
義

あ
る
会
議
が
出
来
ま
す
。
今
回
は
、
初

め
て
出
席
さ
れ
た
分
会
員
の
方
々
も
交

え
て
色
々
な
話
し
合
い
が
で
き
、
参
加

さ
れ
た
皆
さ
ん
は
大
変
喜
ん
で
ま
し
た
。

ま
た
、
高
谷
支
部
長
と
樋
口
副
支
部

長
に
も
出
席
し
て
頂
き
、
支
部
か
ら
の

要
望
や
色
々
な
説
明
も
し
て
頂
き
ま

し
た
。
そ
し
て
会
議
終
了
後
に
は
懇

親
会
に
入
り
、
一
杯
飲
み
な
が
ら

色
々
な
話
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
皆
様
も
大
変
喜
び
、
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
た
よ
う
で
し
た
。

や
は
り
こ
れ
か
ら
も
分
会
員
の
皆

さ
ん
が
出
席
し
易
い
方
法
も
考
え
て
、

今
後
の
飯
盛
分
会
の
結
束
と
諫
早
支

部
へ
の
協
力
を
増
大
し
、
組
織
拡
大

へ
と
発
展
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
た

次
第
で
す
。

（
嶋
�

春
樹
）

委委委委委委委委委委委委委委委委委委
員員員員員員員員員員員員員員員員員員
長長長長長長長長長長長長長長長長長長
もももももももももももももももももも
交交交交交交交交交交交交交交交交交交
ええええええええええええええええええ
大大大大大大大大大大大大大大大大大大
いいいいいいいいいいいいいいいいいい
にににににににににににににににににに
盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛
りりりりりりりりりりりりりりりりりり
上上上上上上上上上上上上上上上上上上
がががががががががががががががががが
るるるるるるるるるるるるるるるるるる

五
月
十

五
日
、
下

五
島
分
会

で
は
、
数

年
ぶ
り
と

な
る
分
会

交
流
会
を

行
い
ま
し

た
。岩

下
分

会
長
が
全

組
合
員
に

呼
び
か
け

を
行
い
、

本
部
よ
り
、

相
川
委
員
長
も
参
加
。
全
体
で

一
八
名
で
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。久

し
ぶ
り
の
懇
親
会
と
い
う

こ
と
で
、
お
酒
も
す
す
み
、
参

加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
い
ろ
い
ろ

な
話
で
大
い
に
盛
り
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。

ま
た
、
相
川
委
員
長
が
委
員

長
就
任
後
、
初
め
て
五
島
に
来

ら
れ
た
と
い
う
事
も
あ
り
、
五

島
の
組
合
員
の
組
合
活
動
へ
の

参
加
な
ど
に
つ
い
て
、
様
々
な

意
見
・
要
望
を
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

五
島
は
、
長
崎
本
土
で
の
行

事
へ
の
参
加
が
難
し
く
、
本
土

の
組
合
員
と
の
交
流
が
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
今

度
五
島
分
会
で
行
う
予
定
の
釣

り
大
会
（
詳
し
く
は
組
合
ま

で
）
に
、
本
土
か
ら
も
参
加
で

き
る
方
は
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
い

た
だ
き
、
そ
の
中
で
お
互
い
に

交
流
を
し
て
い
け
た
ら
い
い
な

と
思
い
ま
し
た
。

（
古
井
）

佐
世
保
北
支
部
で
は
、
青
年

部
で
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
、
六

月
十
三
日
�
に
ラ
ッ
キ
ー
ボ
ウ

ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
、
多
胡
君
を
は
じ
め
青

年
部
九
名
と
小
林
支
部
長
、
青

年
部
担
当
の
福
田
副
支
部
長
に

も
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
、
久
し
ぶ
り
の
ボ
ウ

リ
ン
グ
で
、
ガ
ー
タ
ー
ば
か
り

か
と
思
い
き
や
、
昔
と
っ
た
杵

柄
か
�
�
の
ス
プ
リ
ッ
ト
を
見

事
ス
ペ
ア
に
と
っ
た
り
と
、
一

投
毎
に
歓
声
と
た
め
息
の
入
り

乱
れ
る
ゲ
ー
ム
で
し
た
。

大
会
終
了
後
は
、
な
く
て
は

な
ら
な
い
懇
親
会
を
生
ビ
ー
ル

で
乾
杯
を
し
、
技
術
の
話
や
経

営
の
話
な
ど
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら

で
、
意
見
交
換
し
な
が
ら
、
最

後
に
組
合
活
動
に
協
力
を
お
願

い
し
て
、
無
事
終
了
す
る
事
が

で
き
ま
し
た
。

（
渕
上
）

～ボウリングで交流深める～

〜
使
っ
て
み
る
価
値
あ
り
！
ど
く
だ
み
草
石
け
ん
〜

稲佐山温泉「ふくの湯」
利用料金の訂正について

６月号「建設長崎」新聞掲載で料

金表示に誤りがありました。

正しくは下記の通りです。

※指定温泉利用補助券は大人料金

にのみ適用となります。

小人には適用されません。

至
る
六
月
三
日
、
雨
の
中

で
し
た
が
、
十
一
人
が
集
合
。

い
い
香
り
（
？
）
の
中
、
い

つ
も
の
通
り
、
手
も
口
も
よ

く
動
い
て
始
ま
り
ま
し
た
。

今
回
で
三
度
目
と
い
う
の

で
慣
れ
て
い
る
つ
も
り
で
し

た
が
、
や
っ
ぱ
り
大
変
で
し

た
。
葉
っ
ぱ
集
め
（
こ
れ
は

有
志
の
方
が
前
日
に
し
て
下

さ
い
ま
し
た
。）
選
別
、
き

ざ
む
係
、
ジ
ュ
ー
サ
ー
の
係

（
汁
は
使
わ
ず
に
カ
ス
を
利

用
）
次
に
石
け
ん
と
混
ぜ
合

わ
せ
係
と
、
爪
も
手
も
、
ど

く
だ
み
色
に
染
ま
り
な
が
ら

の
大
仕
事
で
し
た
。
朝
九
時

か
ら
昼
二
時
頃
ま
で
、
頑
張

り
ま
し
た
。
使
用
し
て
み
て

思
い
ま
す
、
肌
が
ス
ベ
ス
ベ

に
な
り
気
分
が
よ
く
な
り
ま

す
。
使
っ
て
み
る
価
値
あ
り

の
「
ど
く
だ
み
草
石
け
ん
」、

皆
さ
ん
も
一
度
お
た
め
し
下

さ
い
。

（
山
川
み
ち
子
）

下
五
島
分
会

佐世保北支部
佐
世
保
北
支
部

青年部

主
婦
会

懇
談
会
で
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